
『 1 0連休 お気に入りの鳥取砂丘！』
所 な の で 、 九 州 の 方 は な か な か 馴 染 み が 無
い と 思 い ま す が 、 ノ ス タ ル ジ ッ ク な 気 分 も
味 わ え る の で 是 非 ！

『バレエ始めました！』

Attention(注意）！ 今月の「ことば」

2019年6月吉日

鳥取は全国で最も人口の少ない県ですが、何故か幸福度は比較的高
い県でもあります。人口密度が低く自然も豊かでのんびりしたとても
良い街だと、帰省する度に感じます。つい最近まではセブンイレブン
もスターバックスコーヒーも無い、唯一の県でしたが、すなばコー
ヒーを作ってしまう、何とも自虐的だけどほんわかさせてくれる、そ
んな鳥取がたまらなく好きです。

そして、毎年のように帰省した時に訪れる鳥取砂丘。行く度に観光客
が増えていっているようで、とても魅力的な場所です。分かり易く言
うと単なる大きな砂場なんですが・・・！大人も子どもも楽しめる場

『冷やし中華はじめました』や『アイスコーヒーはじめました』で
はないのですが、週末になるとずっとお兄ちゃん・お姉ちゃんの習い
ごとの付き添いばかりで退屈していた次女、ついに始めました。
仕事の合間に一度見学に行ってみたのですが、お気に入りのレオ

タードを着て楽しそうに無邪気に踊っている（暴れている）姿は親を
幸せにしてくれます。私たち夫婦は全く経験したことが無い世界なの
で、初めは少し緊張しましたが、子どもたちを通じて知る初めての世
界に刺激を受けながら、健康で幸せな毎日が続けばなぁ～と、おじー
みたいな感慨にふけっています。
とは言え、やっぱり、『まず、健康！！』（倉吉農業高校正門前石碑より）

SL19-3220-0025

ソニー生命保険株式会社
大分支社

ライフプランナー

課長代理 山田 新悟（やまだ しんご）
〒870-0029 
大分市高砂町2-50 ＯＡＳＩＳひろば21 9階

tel 097-532-9200 fax 097-532-9201
携帯 090-9710-3236
shingo_yamada@sonylife.co.jp

現在加入中の保険において、請求漏れはございませんか？

生命保険は請求主義です。請求をいただかない限り保険
が役に立つことはありません。請求が出来るか分からな
かった場合や、日々忙しくてつい連絡することを忘れて
いた等あれば、すぐにご連絡ください。

「いつでもご連絡どうぞ」 0 9 0 - 9 7 1 0－ 3 2 3 6（携帯）

幸せを運ぶ四葉の
クローバー!
（我が家の庭で見
つけました。）

5月1日で平成から令和に変わり、永らく続けてきたゲゲゲ通信もサンタ通信に変更
しようと思います。山田と書いてサンタと勝手に読むことにしました！！

サンタ通信は山田を音訓交えて勝手に『サンタ』と読んで付けたネーミングです。世界中の老若男女から
愛されているサンタクロースのように、って無理なのは分かってるんですが、少しでも近づけたらいいなぁ
～と思って、年号の変更に便乗して新しい名前でスタートすることにしました。これからもご愛顧下さい。
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バレエ教室に颯爽と乗り込む次女！すみれ色のレオタードです。
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